
日時：2026年9月30日(水)　13：30～16:30

場所：筑波大学筑波キャンパス　未来社会デザイン棟

参加者： 16名

■　アンケート集計（回収総数　14）

学部学生 5

大学院生 3

卒業生 1

1

4

筑波大学生の内訳

1年 2年 3年 ４年

2 1 0 0

0 0 0 1

0 0 0 1

筑波大学大学院生の内訳

M１年 M2年

0 2

■　この行事を何で知ったか

掲示(ポスター) 3

大学のホームページ 0

大学の授業で先生から聞いた 1

ＯＬＩＳのホームページ 3

友人から聞いた 0

その他※1 7

※1 　同僚・講演者からの紹介、Xのポスト　等

■　参加した理由は

保険フォーラムに興味があった 4

保険業界のキャリアパスに興味があった 3

アクチュアリー資格と仕事に興味があった 12

保険/金融業界を目指している 4

講師の話が聞きたかった 4

卒業生の話が聞きたかった 0

先生に勧められた 0

友人に誘われた 0

その他 1

数理物質科学研究群数学学位プログラム

ＯＬＩＳ-筑波大学保険フォーラム

アンケート集計

筑波大学

その他

その他大学

理工学群数学類

情報学群情報科学類

社会・国際群国際総合学類



■　プログラムの満足度

A B C

講演① 14 0 0

講演② 13 1 0

講演③ 14 0 0

Q＆Aセッション 14 0 0

全体 14 0 0

講演① 2027年度のアクチュアリー試験について分かりやすく説明していただけて良かった。

ICAに参加してみたいと思った。

専門性とやりがいについて聞けて良かった。

講演② アクチュアリー試験の受験について、モチベーションを高めてもらえた。

講演③ AIとどのように共生すべきか、熱意を持って講演いただけて良かった。

データサイエンスの活用について詳しく聞くことが出来て良かった。

Q＆Aセッション 試験と実務の関連性について知ることが出来て良かった。

セッションの時間が十分にあり、質問をすることが出来て良かった。

全ての質問に真摯に答えていただき、良かった。

全体 自分で調べただけでは分からなかったことを知ることが出来て良かった。

AIについては今後も継続して情報収集したいと思う。

参加出来て心から良かった。学生同士の勉強会を実施したいと思った。

アクチュアリーを目指し、AIを使いこなせる人材になろうと思った。

■　今後どのようなスタイルのプログラムを希望するか

セミナー形式 6

8

講演 6

■　今後どのような内容のプログラムを希望するか

保険の基礎 5

保険会社/業界の概要 7

金融一般 7

アクチュアリー資格 6

保険業界へのスキルパス 7

その他※2 2

※2　他業種からアクチュアリーへの転職等について 

       最近の保険商品のトレンド

フォーラム


